
「認知症・せん妄ケアマニュアル」の
ご案内

2022年 3⽉発⾏ 117 号 発⾏元 認定看護師会

次年度に予定されている病院機能評価では、⾏動制限や
⾝体抑制を⾏わないような⼯夫をしていることが
求められています。
当院では「認知症・せん妄ケアマニュアル」があり、
環境調整などの⼯夫について、せん妄のリスク薬、
せん妄発症時の薬剤について記載しています。
マニュアルの存在を知っておくことはもちろん、
マニュアルの内容は絶対に聞かれます。
この機会に再確認しておいてください︕

もしかして認知症︖
認知症であっても、
薬が処⽅されていない、
把握されていないことが
あります。

認知症高齢者の日常生活自立度判定

「認知症・せん妄ケアマニュアル」は、
病棟や外来の本棚にあります。

⻘⾊のシールのマニュアル類と共に
設置することが定められているため、

場所の確認もお願いします。

「Ⅱ」の
主な症状（病院で）を

拡⼤すると

「内服⾃⼰管理が出来ない」
「繰り返し説明したら安静度
が守れる」など

マニュアル内にある「認知症⾼齢者の⽇常⽣活⾃⽴度判定」で
患者の状態にあわせた判定区分を評価してください。



認知症看護認定看護師 ⼩林・増⽥

「認知症・せん妄ケアマニュアル」内容紹介

（解説） 

①せん妄を予防するケアの実施 

     

・認知機能低下に対する介入（見当識の維持等） 

認知機能の低下を認めると、環境に適応しにくく、現状を認識しづらいため、不安が 

生じやすい。不安の軽減にむけて、見当識を維持できるような工夫や安心できる環境 

づくりを実施する。 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

見当識を保つ工夫 

・カレンダー、時計を見やすい位置に設置する 

・時間や場所をこまめに伝える 

・予定に関する情報提供 

・窓から景色が見えるように 

・メガネ・補聴器の使用 

安心できる環境 

・馴染みの物品を手にする（新聞・書籍、クッションなど） 

・馴染みのテレビ番組、好みの DVD、CD を鑑賞する 

・家族やペットの写真を置く 

・普段使用している義歯、眼鏡、補聴器の装着 

●せん妄を引き起こしやすい薬剤や
せん妄発症時の薬物療法について
精神科の医師と相談の上記載しています。
ベンゾジアゼピン系薬剤のみでなく、
汎⽤する薬剤がハイリスク薬であること
も多いです。確認してください。

今後、認知症ケア加算の算定も予定しており、
ますます認知症ケアを充実させるべく活動しています。

わからないこと、気になることがあれば、
お気軽にご連絡ください。毎週⾦曜⽇に活動しています。

●せん妄発症時の対応について、
せん妄リスク状態の計画に
合わせた、具体的な内容を
記載しています。
せん妄予防ケアや、
せん妄発症時のケ ア
せん妄についての
看護計画⽴案時の
参考にしてください。

私たちが監修しています。上記は⼀部抜粋しただけなので、
この機会に⼀度⽬を通してください。

脳神経内科
武⽥講師

神経精神科
内⽥講師

「認知症・せん妄ケアマニュアル」


